
１．　事業名称

散住地域における日本語教室からはじまる多文化共生のまちづくり

２．　事業の目的

３．　事業内容の概要

【概要】
回数 開講日時 時間数 場所

1
平成25年
10月11日(金）
10:00-11:00

１時間
村岡区中央公民
館

2
平成26年
2月27日（木）
9:30-10:30

１時間
村岡区中央公民
館

５．　日本語教室の実施
（１）　　講座名称　　散住地域における生活者としての外国人のための出張日本語教室
（２）　　目的・目標   

（３）　　対象者     地域で生活し、日本語支援を必要とする外国にルーツを持つひと

委託事業実施内容報告書
平成２５年度「生活者としての外国人」のための日本語教育事業

【地域日本語教育実践プログラム（Ａ）】

学習者の参加状況などについて
作成した教材について
謝金などについて

①日本語教室の活動報告
②アンケートについて
③来年度の取り組みについて

４．　運営委員会の開催について

学習内容、クラスの開催時間につい
て
広報などの募集記事掲載依頼につ
いて
家族の方同士の連携について

①自己紹介
②事業の経過報告
③生徒募集・PRの方法について
④家族の支援について

　受託団体名　NPO法人にほんご豊岡あいうえお

●日本語学習の場に恵まれない散住地域に住む外国人のために、新しく日本語教室を開設する。
●日本語教室を通じて、同じ地域に点在する学習者同士をつなぎ、楽しく集える居場所をつくり、情報の発信  やネット
ワークを作る。●在住外国人が散住しているため、認知されていない生活者としての外国人の存在を、地域日本人住
民にアピールし、学習者たちの声や要望、悩み事などがあれば、行政や地域に繋ぎ、現状や問題点を認識してもらい、
よりよく生活できるように受け入れる側の理解やサポート体制を整える。

村岡地域の中心部に場所を設け、豊岡地域からボランティア講師を派遣する出張型の日本語教室を開催する。地域
の日本語学習を必要としている人たちの中には、日本に来たばかりのゼロ初級の学習者もいれば、もう何年も日本で
生活している学習者もいるので、プロの講師やベテランのボランティア講師を中心に、それぞれのレベルをチェックし、
いくつかのグループに分け、適切なカリキュラムや学習目標を設定する。遠方での開催のため、当団体のボランティア
のみではなく、同じ但馬地域の国際交流協会など、日本語教室を持つ団体に声をかけ、できるだけ多くの参加可能な
ボランティアを募る。ボランティアはそのカリキュラムをもとにローテーションを組むなどして、支援者にとっても無理のな
い範囲での教室開催を目指す。また、授業のあとには３０分ほどティータイムを設け、その際、必要であれば英語や中
国語の通訳を介して生活相談なども受け付ける。ティータイムには、学習者の家族や地域の日本人にも参加を呼びか
け、地域のひととの交流を図る。日本語学習を通して、同じ国の出身の学習者や、同じ年代の学習者など、同じ地域に
住みながら、知り合う機会がない学習者同士をつなぎ、おしゃべりの場として楽しく集える居場所を作る。それと同時
に、定期的に日本語教室を開催することで、同じ地域に住む日本人にも「生活者としての外国人」の存在をアピールし、
受け入れる側の理解やサポート体制、また、情報の発信や支援のためのネットワークを作っていく。

検討内容議題出席者

朝倉寿文
陳響玲
岸田尚子
河本美代子

朝倉寿文
田淵吉浩
陳響玲
岸田尚子
河本美代子

散住地域に住む生活者としての外国人が、地元で無理なく継続して通える日本語教室を開催する。
家族や周りの人との円滑なコミュニケーションのための日本語を身につける。
生活のための日本文化や習慣を学ぶ。
必要に応じて、子育てに必要な日本語や車の免許を取るための日本語など、実生活に役に立つものを取り入れ
る。



（６）　　受講者の総数　　１０人
（出身・国籍別内訳　フィリピン１人、中国２人、ベトナム７人）
               

回数 開講日時 時間数 場所
参加
人数

国籍（人数） 取組のテーマ 授業概要 講師又は指導者名 補助者名

1
平成25年
10月27日（日）
9:00～11:30

2.5時間 村岡区中央公民館 7人
フィリピン（１）
ベトナム（５）
中国（１）

自己紹介
「生活者として
の外国人」より
（３１）

「人と付き合う」新しい学
習者の名前、住所、電話
番号などを聞き、自分で
言ったり書いたり出来る
ように練習する。ひらが
なカタカナの復習

旗谷慎二
河本美代子

　
陳響玲

2
平成25年
11月3日（日）
9:00～11:30

2.5時間 村岡区中央公民館 7人
フィリピン（１）
ベトナム（６）

名詞文、数字
「生活者として
の外国人」より
（８）
みんなの日本
語１～３課

「物品購入・サービスを
利用する」数字（値段）の
読み方。名詞文「これは
～です」「ここは～です」
を学習し、買い物で店員
さんにわからないものの
場所を聞いたり、値段を
聞いたり出来るように練
習する。「これはいくらで
すか？」「靴売り場はどこ
ですか？」など

旗谷慎二
卯野敦子 陳響玲

3
平成25年
11月10日（日）
9:00～11:30

2.5時間 村岡区中央公民館 6人
フィリピン（１）
ベトナム（５）

月日・時間・曜
日など
みんなの日本
語４課

月・日　曜日　時間の言
い方。名詞文、動詞文の
現在・過去形。自分のス
ケジュールが言えるよう
に練習。「誕生日はいつ
ですか？」「昨日は休み
でしたか？」など

河本美代子
勝間良枝 陳響玲

4
平成25年
11月17日（日）
9:00～11:30

2.5時間 村岡区中央公民館 6人
フィリピン（１）
ベトナム（５）

自分の行動に
ついて話す
みんなの日本
語５課

自分の行動を時間軸とと
もにきちんと言えるよう
に練習。「いつ、どこで、
だれと、なにを、どうし
た」がいえるように練習。
「昨日友達と電車で城崎
へ行きました」など

旗谷慎二
勝間良枝

陳響玲

5
平成25年
11月24日（日）
9:00～11:30

2.5時間 村岡区中央公民館 5人
フィリピン（１）
ベトナム（４）

日本語の発音
について　　み
んなの日本語
発音　「生活者
としての外国
人」より（８）買
い物をしよう２

日本語の発音の基礎知
識を学ぶ。特殊伯、アク
セント、イントネーション
など。日常の場面でよく
使う挨拶がスムーズにい
えるように練習「あっす
みません」「おやすみな
さい」など。食べ物のメ
ニューやさいの名前など

河本美代子
勝間良枝 陳響玲

6
平成25年
12月1日（日）
9:00～11:30

2.5時間 村岡区中央公民館 5人
フィリピン（１）
ベトナム（４）

みんなの日本
語７課

「ナイフで肉を切ります」
「これは日本語でなんで
すか」など、手段の「で」
の使い方。「あげます・も
らいます」など、やりもら
いを練習

旗谷慎二
卯野敦子
河本美代子

7
平成25年
12月8日（日）
9:00～11:30

2.5時間 村岡区中央公民館 5人
フィリピン（１）
ベトナム（４）

みんなの日本
語８課１

形容詞（い形容詞とな形
容詞について）「さくらは
きれいです」「村岡はき
れいな町です」など練習

旗谷慎二
河本美代子
卯野敦子

（７）　 日本語教室の具体的内容

（５）　　使用した教材・リソース
 ・みんなの日本語Ⅰ　Ⅱ
・「生活者としての外国人」に対する日本語教育の標準的なカリキュラム案
・学校からのお知らせやチラシなどのレアリア

（４）　　開催時間数（回数）　　　４０　時間　　　（全　１６　回）



8
平成25年
12月15日（日）
9:00～11:30

2.5時間 村岡区中央公民館 5人
フィリピン（１）
ベトナム（４）

みんなの日本
語８課２

形容詞（い形容詞とな形
容詞の復習）　「～が～」
と「～。そして、～」の使
い方　自分の住んでいる
まちや国について、どん
なまちか言えるように練
習

旗谷慎二
河本美代子
卯野敦子

9
平成25年
12月22日（日）
9:00～11:30

2.5時間 村岡区中央公民館 5人
フィリピン（１）
ベトナム（４）

みんなの日本
語９課

「スポーツが好きです・き
らいです」「日本語がわ
かります」「車がありま
す」など。

旗谷慎二
河本美代子
卯野敦子

10
平成26年
1月12日（日）
9:00～11:30

2.5時間 村岡区中央公民館 5人
フィリピン（１）
ベトナム（４）

「生活者として
の外国人」より
（３４）

「住民としてのマナーを
守る」ごみに関係する語
彙を学ぶ。ごみの出し方
や分別について、日本で
の習慣やマナー、地元
のルールを理解する

河本美代子
勝間良枝
卯野敦子

11
平成26年
1月19日（日）
9:00～11:30

2.5時間 村岡区中央公民館 5人
フィリピン（１）
ベトナム（４）

みんなの日本
語１０課

「～に、～がいます/あり
ます」（存在）自分のうち
や、町の中になにがある
か言えるように練習

旗谷慎二
河本美代子
卯野敦子

12
平成26年
1月26日（日）
9:00～11:30

2.5時間 村岡区中央公民館 5人
フィリピン（１）
ベトナム（４）

みんなの日本
語１１課

「ものの数え方（助数
詞）、時間の長さの言い
方などを勉強。「私は日
本に一年います」など

旗谷慎二
河本美代子
卯野敦子

13
平成26年
2月2日（日）
9:00～11:30

2.5時間 村岡区中央公民館 5人
フィリピン（１）
ベトナム（４）

みんなの日本
語１２課

形容詞の過去形「～かっ
たです/～でした」比較
「～より～」最上級「～が
いちばん～」

旗谷慎二
河本美代子
勝間良枝

14
平成26年
2月9日（日）
9:00～11:30

2.5時間 村岡区中央公民館 5人
フィリピン（１）
ベトナム（４）

みんなの日本
語１３課

「～たいです」「～がほし
いです」（希望）の言い
方。「～へ～に行きます」

旗谷慎二
河本美代子
卯野敦子

15
平成26年
2月22日（日）
9:00～11:30

2.5時間 村岡区中央公民館 5人
フィリピン（１）
ベトナム（４）

「生活者として
の外国人」より
（０５）

「事故に備え対応する
災害に備え対応する」事
故や災害に関する言葉
を学ぶ。事故や事件に
あった時の対処法を理
解する。（警察への通報
の仕方や避難経路の確
認など）

旗谷慎二
河本美代子
勝間良枝

16
平成26年
3月2日（日）
9:00～11:30

2.5時間 村岡区中央公民館 5人
フィリピン（１）
ベトナム（４）

「生活者として
の外国人」より
（０１）

「医療機関で治療を受け
る」病気やけがに関する
言葉を学ぶ。どんな時に
何科に行くのか、日本語
でどういうのかなど、多
言語の翻訳を見ながら、
理解できるようにする

旗谷慎二
卯野敦子
河本美代子

（８）　　受講者の募集方法

村岡人権便りに募集記事掲載●インターネットのホームページ及びFACEBOOKに募集案内●町役場にチラシ設置
●公民館に募集のポスター掲示●外国人宅訪問やチラシのポスティング、電話での案内



（９）　　特徴的な授業風景（２～３回分）

（１０）　目標の達成状況・成果

（１１）　改善点について

７．　日本語教育のための学習教材の作成

平成２５年11月３日（日）（第２回）

平成２６年１月１２日（日）（第１０回）

　日本に来て何年も経つ人から来たばかりの人までいて、日本語の既習度がバラバラでなかなか足並みがそろ
わなかったので、授業のはじめに、ボランティアさんと学習者がいくつかのグループに分かれて、復習や宿題の
答えあわせする時間を作ったり、個別に指導してもらうなどして対応した。中にはよくできる人もいたが、ほとんど
が生活の中で身につけた日本語であるので、文法が不正確だったり、発音が曖昧だったり、語彙に偏りがあった
りする。今回のようにテキストをつかって勉強することで、語彙が増え、日本語の読み書きの練習にもとても役に
立ったようである。また、会話ではなんとなく伝わっていた発音を、きちんと意識して正しい発音に直すことができ
たり、きちんとした文を発話しようという意識が出てきたように思える。日本にきて間もない学習者も、教室できち
んと文法を勉強し練習することで、日本人との会話に少し自信がもてた様子である。日本語を理解しようという姿
勢も、同じ国の出身者同士でわかるひととわからないひとが、意味を翻訳したりして、お互いに協力しているのも
すばらしいと思う。

みんなの日本語第１～４課の語彙を復習。数字や値段の言い方を練習する。「生活者としての外国人」の（８）
「物品購入・サービスを利用する」から、買い物に関する言葉・表現を、絵を見ながら一緒に読んで覚える。実際
のスーパーのチラシをみんなで読んでみる。ロールプレイで、学習者が買い物客になり、ボランティアが店員や
苦になり、商品の値段や、どこにあるかをたずねたりする練習をする。お金の言い方は、あまりうまく言えなかっ
たので、家で練習することを宿題にした。

　週に１回なので、前回勉強したところを忘れてしまったり、仕事が忙しくて、宿題や自主勉強ができなかったりす
る人が多い。公共の交通機関の便も悪く、免許がなくご主人に送迎してもらわないといけない等の事情もあり、
できるだけたくさんの人が来れられる曜日と時間帯に教室を設置した。そのため、遠方の出張型教室であるにも
かかわらず、朝早いクラスになってしまい、ボランティアの負担が大きくなってしまった。また週に１回なのでどうし
ても予定があわず、教室に来られない人へのサポートをどうするのかが、今後の課題と言える。

「生活者としての外国人」の（３４）「住民としてのマナーを守る」より、ゴミに関する言葉を学ぶ。「燃えるゴミ」「燃
えないゴミ」「プラ」「紙」「ペットボトル」「ビンカン」など、地域のパンフレットのコピーを見ながら、分別の仕方を練
習する。また、日本では新聞紙は地元の廃品回収に出したり、紙パックや発砲トレーをスーパーの前の回収箱
に入れることができることを紹介。ゴミを減らすと、ゴミ袋代の節約にもなるし、エコにもつながるので、一石二鳥
であることを伝えると、興味深そうに聞いたり、メモをしたりしていた。次に、実際の地域の込み回収カレンダーを
みて、いつ、どこに、何を出せばいいのかを確認。自分で家でもやってみることを宿題にした。

  ●子供が学校からもらってくる手紙や連絡帳を読んで、必要な情報を手に入れることができる
  ●年間行事の内容や日時、場所、持ち物などきちんと理解できる

（３）　　目的・目標

（２）　　対象    地域で生活し、日本語支援を必要とする外国にルーツを持つひと

（１）　　教材名称　　学校からの手紙を読んでみよう～語彙、用例集～

（４）　　構成・総ページ数　　３８ページ



【概要】
回数 開講日時 時間数 場所

1
平成25年
8月2日（金）
10:00～１2：00

2時間 あいうえお事務所

2
平成25年
10月4日(金）
１0：00～１2：00

2時間 あいうえお事務所

3
平成25年
11月8日（金）
１0：00～１2：00

2時間 あいうえお事務所

4
平成26年
2月20日（木）
１0：00～１2：00

2時間 あいうえお事務所

5
平成26年
3月17日（月）
１0：00～１2：00

2時間 あいうえお事務所

出席者 議題 検討内容

勝間良枝
河本美代子

教材や参考資料の検討
教材のおおまかな内容。資料の収集
の方法や、必要な資料の選定など。

（５）　　教材作成会議の開催について

勝間良枝
河本美代子

教材の内容に関する検討
添付資料作成
ルビ付けなど
語彙帳にのせる単語のリストアップ

勝間良枝
河本美代子

教材、語彙帳に関する検討
内容の検討、語彙訳の内容に関して
間違いがないかどうか、適切である
かどうかを検討

勝間良枝
河本美代子

教材、語彙帳に関する検討
テキストの構成やレイアウトについて
検討

勝間良枝
河本美代子

教材、語彙帳に関する検討
レイアウト
構成等見直し
最終確認

（６）　　使い方

　コピーして、就学年齢の子どもを持つ外国人の母親に配布。実際に子どもがもらってきた手紙を読むときに、参
考にしたり、わからない語彙が出てきたときに意味を調べたりする。

（７）　　具体的な活用例
　クラスで使用する場合は、まず基本的な学校の年間行事やそれに関係するお手紙の種類について学ぶ。次に
実際の手紙の例を見ながら、手紙のパターンをいくつか見てみる。その中で、文書独特の言い回しや季節のあ
いさつ、接続語の特徴などを学び、どこに何が書いてあるのか、どこが大切な部分なのかを、見分けられるよう
に練習する。さらに、実際の手紙（レアリア）を用いて、読む練習をし、その中でわからない言葉は語彙集で調べ
たりして、内容が理解できるようにする。

（８）　　成果物の添付

８．　事業に対する評価について

（１）　事業の目的
●日本語学習の場に恵まれない散住地域に住む外国人のために、新しく日本語教室を開設する。●日本語教室を通
じて、同じ地域に点在する学習者同士をつなぎ、楽しく集える居場所をつくり、情報の発信やネットワークを作る。●在
住外国人が散住しているため、認知されていない生活者としての外国人の存在を、地域日本人住民にアピールし、学
習者たちの声や要望、悩み事などがあれば、行政や地域に繋ぎ、現状や問題点を認識してもらい、よりよく生活できる
ように受け入れる側の理解やサポート体制を整える。

（２）　目標の達成状況・事業の成果

　アンケートを通じて、日本語の教室の成果として、「日本語が上手になった」「家族との会話が増えた」など、とて
も前向きな回答が多かった。これは、実際の日本語の能力の向上はもちろん、日本語教室で勉強しているという
ことが自信につながり、学習者がこの教室を続けていきたいという積極的な希望の表れではないかと思う。日本
語の勉強を通じ、自分の行動範囲が少しずつ広がっている様子である。同じ地域に住む学習者同士で毎週会う
機会ができたことも、楽しみのひとつになっており、居場所としての役割りも果たしている。

（３）　標準的なカリキュラム案の地域での活用について

　学習者のほとんどが初級で、中には入門レベルの人も何人かいたため、内容が難しく、あまりたくさん取り入れ
ることができなかった。場面設定は身近でわかりやすいが、やはり語彙が未習のものが多く、説明するのが難し
かったので、それぞれの内容にあった翻訳教材をインターネットでさがして利用した。ぴったり合うものがなかな
かなく、また今回はベトナム語母語話者が多かったので、ベトナム語の翻訳教材が少なく困った。できれば、文
法項目をある程度学んでから使用したい。

（４）　地域の関係者との連携による効果，成果　等

　広い地域に散住し、これまで認知されていなかった地域生活者としての外国人の姿が、日本語教室を始めることで、
町や地域の人に存在をアピールすることができた。公民館と共催で、ＰＲにも力をかしてもらえた。地元の方にも興味を
もってもらい、見学などもあった。来年度は町の事業として、日本語教室への支援やボランティアの養成講座開催も検
討してもらえるなど、町全体としての意識が高まったことが一番の成果と言える。



（５）　改善点，今後の課題について

　日本語教室については、標準的カリキュラム案をもっと多く取り入れたかったが、①学習者の能力がまだ低い
②新しい教材なので、ボランティアによっては準備などに負担がかかるということもあり、あまりできなかった。カ
リキュラムの中でも、初級の人でも理解でき、必要度の高い項目はどこか、どんな副教材を準備すればいいか、
検討していく必要がある。また今回は出張型の教室だったため、地元の情報やレアリア（ゴミ分別カレンダー、災
害マップなど）が手に入れにくかった。地域のボランティアをもっと増やして、最新の有用な情報の提供を共有す
る必要がある。
　教材については、これからどんどん外国にルーツを持つ子どもが増えていくことが予想されるので、子どもを持
つお母さんに配布したり、教室でも希望があれば勉強する。今後も語彙を増やしたり、翻訳する言語を増やした
りして、改良を重ねていく必要がある。

（６）　その他参考資料
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【問合せ】 
NPO 法人にほんご豊岡あいうえお 

豊岡市昭和町２－５０河本ビル１０２ 
TEL/FAX （０７９６）２０－４０３７ 
携帯：（０８０）９４７８－５５２５ 

   メールアドレス：aiueo_nihongo_toyooka@softbank.ne.jp 




